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平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 本巣市立本巣小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２５日（土）～１１月１８日（火） 

実 施 概 要 
 ①ＰＴＡ資源回収 ②地域の方から学ぶ ③地域文化祭での作品展示 

④授業公開 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 

  ✓自然   ✓歴史   ✓文化   ✓産業   ✓その他 

 公開の方法 

  ✓授業公開 □成果発表 ✓交流活動 □講演会等 

 

  ✓地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 ２４７ 人 

計 ２８７ 人 
地域関係者 ４０ 人 

実 施 状 況 

①第１回ＰＴＡリサイクル活動に、主として６年児童が参加した。（１０

月２５日） 

②５年児童が総合的な学習の時間「織部焼の学習」において、地域の陶芸

グループの支援を受けて、織部焼の制作に取り組んだ。（９月中旬～ 

 １０月中旬）また、社会科「米作り」において、地域の方を講師として、

稲刈りに取り組んだ。（１０月２７日）※６月には田植えを体験。 

３年児童が総合的な学習の時間「柿の学習」において、地域の方を講師

として、柿の収穫に取り組んだ。（１１月４日）※５月には摘花を体験。 

６年児童が総合的な学習の時間「人生の先輩から学ぶ」において、地域

の方を講師として、昔の料理や、地域の特産物をモチーフにした絵手紙

の制作などに取り組んだ。（１１月１１日、１８日） 

③「もとす織部祭り」において、全校児童の図工又は書写の作品（１人１

作品）を展示した。（１１月２日、３日） 

④教科、道徳及び総合的な学習の時間の授業を公開した。２年児童は生活

科「町探検」で、これまで地域の店舗や事業所を見学して学んできたこ

とを発表した。（１１月６日） 

成果及び課題 

＜成果＞（感想・意見等） 

・児童に学び方及び学習規律が身に付き、主体的に学んでいる。 

・地域の人に対しても、進んで挨拶ができる児童が増えている。 

・児童は、地域の行事（ラジオ体操、子ども会活動等）に積極的に参加し

ている。 

・児童は、地域の大人から専門的な内容を学ぶだけでなく、その生き方に

触れることができている。 

・地域のことを誇りに思う児童が増えてきた。 

＜課題＞ 

・地域の教育力を継続して活用するとともに、学校は地域住民の生涯

学習の拠点となることができるとよい。(スクールコミュニティ化) 

  


